キャラクターシート

　トルナ（主人公・プレイヤーキャラクター）
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設定

ある国のお姫様。

国王である、父親が日和見主義で民衆が各地で暴れているモンスター達に困っているにもかかわらず、何もしないのを見かねて家出をする。

　冒険者として、各地のモンスターを退治すれば手っ取り早いと思い、身分を隠して冒険者になる。
　だめんずの３人とは、酒場で知り合い、行動を共にすることになる。

　性格は、ガサツで大雑把。

　面食いだが、いざ対象の人を目の前にすると、アガってしまいアワアワしてしまう。

一人称は「あたし」

イメージ台詞

　「あ・ん・た・らっ・・・さっさと、行けぇ！！（ハンマーでだめんずをホームラン）」

　「とりあえず、パッパと終わらせちゃいましょ。」

　「あーっ！もう面倒くさい。要するに、親玉をつぶせばいいんでしょ！？」

だめんず１

コーダ
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設定

王国の近くにある村で生活をしていた青年。ある日、モンスターに襲われているところを、大剣を持った剣士に助けられた。その姿にあこがれて、冒険者となる。

　しかし、自分の力量に見合わない巨大な剣を使おうとしているので、使いこなせない。

　トルナは、彼の持っている大剣を見て「これを使いこなせるなら強い！」と思い、誘う。

　とにかく頑張り屋で、必死にトルナの役に立とうと、敵陣につっこんでいくが、空回りすることが多い。

装備品にはこだわりがあるが、「実用性」よりも「かっこよさ」を重視するためどんなに粗悪な装備品でもかっこよければ飛びつく。
一人称は「おれ」。
イメージ台詞

　「おれがんばります！トルナさんの役に立つなら何でもやります！」

　「よぉーーーーっし！突撃だああああああ！」
ゲーム中の特徴

　武器である大剣を突き出して飛んでいき、敵を貫通しながら攻撃することができる。
だめんず２

ルチェルト
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設定

　有名な魔法使いで、高度な魔法を使うことができる。しかし、専らその魔法は、女の子にモテるために使う。（木の棒を花束に替えたり）

　冒険者になったきっかけは、同じ冒険者仲間のガールフレンドをゲットするため。

　トルナは、情報屋から「ルチェルトは、高度な魔法を使える魔法使い」という部分だけを聞いて仲間に誘う。

　大の面倒くさがり屋で、戦闘の時でも、女の子のハートをゲットする方法だけを考えている。
一人称は「わたし」
イメージ台詞

　「ふむ・・・やはりトルナ君は一筋縄ではいかないか。」（ハンマーで飛ばされながら）

「わたしの魔法は、君の笑顔を取り戻す為にあるのだよ。わかるかい？」

ゲーム中の特徴

　自身の体に魔法バリアーを張りながら飛んでいき、敵の遠隔攻撃を消滅させることができる。

だめんず３

　オルソ
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設定

町で傭兵をしている中年男性。

見た目が屈強で、背が高く、頼れる戦士。顔の傷は、かつて巨大な竜と戦ったときに受けた傷で、幾匹ものモンスターを倒してきた。

・・・というのはただの噂。

本当のオルソは、弱気で引っ込み思案な頼りない男。趣味は、料理と裁縫で、冒険には常に「マイフライパン」と「クマのぬいぐるみ（お手製）」を持参するほど。

また、顔の傷は道端で、猫と遊んでいたときにつけられた引っかき傷である。

トルナは先の噂を聞いて、頼りになると勘違いして、仲間に誘った。

戦闘では、敵を目の前にして逃げようとしたりする。

一人称は「自分」

イメージ台詞

「あ、あの・・・本当に自分なんかでいいんでしょうか・・・？」

「あ・・・かわいい・・・。い、いえ。なんでもないです。」

ゲーム中の特徴

　鎧を着込んでいるので、ハンマーで飛ばされた後の着地時に周囲に衝撃波を出して、敵の動きを止めることができる。

ステージイメージ（１面）
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シチュエーション

　町の近くにある森。

最近、原因不明の山火事が頻発しており、町の住民の話によると「巨大なドラゴン」が火を吹いて暴れまわっている。という情報を得る。

　ステージの雰囲気としては、いくつもの木で囲まれたステージ。

道中では、もともと森で生息していたゴブリンが土地を追い出されると思って襲い掛かってくる。

サウンドイメージ

　BGMのイメージは、

始まり

いまだ不慣れで思ったとおりに動いてくれない仲間にツッコミを入れつつ進む。そこに、森の自然の豊かさをプラス。

ステージ２以降のプラン

　ステージ２

地下遺跡

　ステージ３

砂漠（広大に続く砂漠ではなく、切り立った岩肌が露出している荒野の砂漠をイメージ）

　ステージ４

魔女が作り出したファンシーワールド（お菓子のモンスターが登場する）

　ステージ５（未定です）

城（トルナがいた城）

ステージ全般に言えることですが、まじめのようでいてどこかがヌケているようなギャグ要素をプラスした曲調にしてください。

　ボス戦イメージフレーズ（１～４面）

　　ボス戦では、道中で戦ってきたような敵とは一味ちがった強大なボスと戦うことになります。これまで以上に、仲間の存在が重要になります。そこで、キーワードとして「協力して、力をあわせて撃退する」をあげます。

　ボス戦イメージフレーズ（5面）

ラスボスに関しては、まだ詳細を詰めていないため未定になります。

　オープニングイメージフレーズ

オープニングでは、物語の窓口というイメージを持たせたいです。

落ち着いた雰囲気を出したい所ではあるのですが、イメージイラストがだめんず3人を、怒ったトルナが追い掛け回しているという図式になるので、逆にイラストのイメージにあわせたような雰囲気の方をメインに考えていただくといいです。

SEイメージ

　SE全体として、ハンマーでたたくときの、スカッっとするような爽快感を出したいと思います。（決定音なども）

　このゲームで一番重要になる、ハンマーでの打撃に関しても、

　「トルナの心を表現したハンマー」であるため、

　　　パッコォォーーーン！

　という、プラスチックのような材質で殴っている雰囲気があっていると思います。

　　　

　　　SEリスト

　　　　PC関連

　　　　　ハンマーで殴るときの音（ジャストポイントで殴った場合「真芯」で殴っているイメージ。との2種類）

　　　　　ハンマーをスイングするときの音

　　　　　　　　ぶっ飛ばしたいという気持ちの重さを表現したいので、「ブォン！」

　　　　　呼び戻すときの音

　　　　　　　　足でダンッ！と地面を蹴っているのですが、ステージの材質によって音を変えなければならなくなるので、どちらかというと、ハンマーと同じようにトルナの「さっさと戻って来い！！」という気持ちを音で表現するといいです。

　　　　だめんず関連

　　　　　コーダ

　　　　　　　飛んで敵にぶつかった時の音

　　　　　　　　大剣を前に掲げながら飛んでいるので、「貫く」イメージで。「ザシャ！」

　　　　　ルチェルト

　　　　　　　飛んで敵にぶつかった時の音

　　　　　　　　　人体と人体がぶつかる音。バキャ！

　　　　　　　敵の弾をはじき返すときの音

　　　　　　　　　バリアではじき返す感じ。　カァン

　　　　　オルソ

　　　　　　　飛んで敵にぶつかった時の音

　　　　　　　　　重装備の鎧と人体がぶつかる音。　グァシャ

　　　　　　　着地するときの音

　　　　　　　　　重いものが地面に落ちたときの音。ズゥゥン

　　　　　

　

必要なBGMリスト

　タイトル　　　１曲

　クエスト選択　１曲

　アドベンチャーパート　２曲

　ゲーム　１ステージ１曲　計５曲

　ボス戦　１～４ステージ共通１曲　５ステージ１曲
　ゲームオーバー画面　
　ステージクリア画面　ジングル１曲

　

必要なSEリスト

　チームロゴ　　ハンマーでぴこっ　と殴るSE　チャラーンとロゴ

　ゲーム全体　　選択するときの音　（カーソル移動）
　　　　　　　　決定音A　　　　　（小項目決定）

　　　　　　　　決定音B
　　　　　（大項目決定）

　　　　　　　　キャンセル音　　　

　　　　　　　　メッセージ送り音

　　　　　　　　メッセージ表示音（と　と　と　と）

　
敵キャラクター設定資料
ステージ１

ゴブリン

ルチェルト「この森に住んでいる、亜人のモンスターだな。」

トルナ「モンスターって事は敵でいいのよね？」

オルソ「そ、そんな。決め付けはよくないですよ。」

ルチェルト「武器は棍棒の他、弓矢で遠距離から攻撃してくる者や、盾で拠点の防衛をする者もいるようだが・・・」
トルナ「ほら見なさい。そんな物騒な連中ぶっとばせばいいのよ。」

ルチェルト「人間に対しては友好的な一面があるのが特徴だな。しかし、縄張りを荒らす者に対しては容赦なく攻撃をして・・・」

トルナ「うんちくはいいから、とっとと行ってこーーーーーいっ！！」

ルチェルト「ぐりゅーーーーっ」

・・・

コーダ「なんか、ルチェが大事な事を言ってたような気がするんだけど・・・」

トルナ「え？」
縄張りを荒らすドラゴンに困っていた。しかし、トルナ達がなりふりかまわず攻撃してくる（正確には、トルナがだめんずをぶつけてくる）ので、縄張りを荒らしにきた新勢力とみなして敵対する。
　

　ドラゴン

　　　　コーダ「おおっ！でかいっ！　かっこいいぜ！！」

　　　　トルナ「さすがに、強そうね。」

ルチェルト「やつの吐いてくるブレスは強力だ。わたしの防御魔法でもかき消すことはできないだろうな。」

コーダ「じゃあブレスをしてくる前に突撃すれば、オッケー！どりゃーーーーっ！」

ルチェルト「あ、バカっ！突っ込んだら、火玉で返り討ちに会うって・・・」

　『コーダくんふっとばされたーーーーっ！』
　　　　ゴブリンの住む森に急遽移住してきた、飛竜。

別に本人としては、縄張りを荒らそうとしているわけではなく、ゴブリン達と遊ぼうと思って、火を撒き散らしているだけ。相当な寂しがりやで、トルナ達がやってきたときは、やっと遊べる、と大喜びで火を吐きまくった。いい迷惑である。
　ステージ２
　　ウィル・オ・ウィスプ


トルナ「あいたっ！　ちょっと、オルソ！あにすんのよ！」

　　　　オルソ「じ、自分は何もしてないです！」

　　　　
